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太
陽
の
光
を

浴
び
て
力
強
く

咲
い
て
い
る

ヒ
ナ
ギ
ク
。

花
言
葉
は
、

「
希
望
」「
平
和
」
そ
し
て

「
あ
な
た
と
同
じ
気
持
ち
で
す
」
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葉
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、

「
希
望
」「
平
和
」
そ
し
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あ
な
た
と
同
じ
気
持
ち
で
す
」



社会福祉協議会重点目標　安心して暮らせる地域づくり

（２）　令和２年４月

令和元年度 城里町
  子どもヘルパー派遣事業修了式

　

よ
く
晴
れ
た
暖
か
な
２
月
14

日
（
金
）
、
午
後
１
時
30
分
よ
り

県
央
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
・

研
修
交
流
会
が
、
笠
間
市
の
市

民
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
県
央
地

区（
水
戸
市
・
笠
間
市
・
小
美
玉

市
・
大
洗
町
・
茨
城
町
・
城
里

町
）の
代
表
の
方
々
お
よ
そ
130
名

が
参
加
、
開
会
前
に
各
地
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
が
映
像
で

映
し
出
さ
れ
、
城
里
町
の
様
子

も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

始
め
に
県
央
ボ
ラ
連
会
長
・

小
室
和
子
（
笠
間
市
）
さ
ん
の
挨

拶
が
あ
り
、
第
１
部
「
オ
ペ
ラ
の

名
曲
で
心
豊
か
に
」
が
始
ま
り

ま
し
た
。
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
は
秋

山
千
華
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
は

今
井
暁
子
さ
ん
で
す
。
曲
目
は

『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
』
よ
り
〈
恋

と
は
ど
ん
な
も
の
か
し
ら
〉な
ど

７
曲
で
、
い
ず
れ
も
秋
山
さ
ん

か
ら
曲
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

透
き
通
る
よ
う
な
美
し
い
歌
声

と
見
事
な
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
魅
了

さ
れ
た
ひ
と
時
で
し
た
。

　

第
２
部
は
、
筑
波
大
学
体
育

系
教
授
の
真
田
久
氏
に
よ
る
「
東

京
２
０
２
０
大
会
と
地
域
の
文

化
」と
題
す
る
講
演
で
す
。
真
田

教
授
は
、
国
内
外
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
教
育
に
関
す
る
実
践
的
研

究
を
進
め
、
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ア
カ
デ
ミ
ー
の
理
事
を
務
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
７
月

24
日
か
ら
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
８
月
25
日
か
ら
と
真
近
に
な

っ
た
こ
と
を
あ
げ
ら
れ
、
続
い

て
昨
年
、
日
本
中
を
熱
気
に
包

ん
だ
ラ
グ
ビ
ー
を
取
り
上
げ
、

そ
こ
か
ら
学
ぶ
も
の
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
代
表

選
手
の
31
人
中
15
人
（
６
ヶ
国
）

が
外
国
人
で
す
。
共
通
語
は
日

本
語
で
、
み
ん
な
「
君
が
代
」
の

歌
詞
の
意
味
を
勉
強
し
て
、
堂

々
と
国
家
を
歌
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
こ
に
ノ
ー
サ
イ
ド
の
精
神
、

ま
た
多
様
性
と
調
和
、
そ
の
縮

図
を
見
た
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
異
文
化
理
解

の
場
で
あ
り
、
交
流
の
場
で
す
。

さ
ら
に
ス
ポ
ー
ツ
に
は
、
世
界

と
未
来
を
変
え
る
力
が
あ
る
」
と

強
く
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
活
発
な
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ͤ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
は
延
期
に
な
り
ま
し
た
。 講演する真田教授

見事なソプラノ独唱とピアノ伴奏

　２月15日（土）、城里町常北保健福祉センターにおいて、子どもヘル
パー派遣事業の参加者17名の修了式が行われました。（常北地区８名、
桂地区３名、七会地区６名）
　修了証が授与され、その後各グループの活動発表が行われました。
修了しても継続して活動したいという意見が多く、今後の活躍に期待
しています。

令和元年度 城里町
  子どもヘルパー派遣事業修了式
令和元年度 城里町
  子どもヘルパー派遣事業修了式

敬老の祝い会（七会地区） 配食サービス（桂地区） 七夕交流会（常北地区）

修了証の授与



社会福祉協議会重点目標　人がつながる地域づくり

令和２年４月　（３）

城里町社会福祉大会第15回
城里町表彰式典

　１月22日（水）コミュニティセンター城里において、町内の自治功労者、社会福祉関係者の参加のもと城里町表
彰式典並びに城里町社会福祉大会が開催されました。上遠野修町長より式辞、並びにこれまで多年にわたり社会
福祉の発展に功労のあった方々に表彰状の授与が行われ、来賓祝辞、閉式の辞で式典は終了しました。
　今回受賞されました方々の氏名、団体は次のとおりです。おめでとうござました。なお、順不同にて敬称は略
させていただきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（１月22日現在）

 ◆自治表彰　　　　　　後藤朝章

 ◆一般表彰（表彰状）　　代々木英夫、加藤木勝利、島利宣、杉山勝男、山口榮、平賀正文、所道彦、（故）山本誠
 　　　　　　　　　　　（故）加倉井曻、（故）所昭雄、（故）加藤盛一、阿久津榮一、松﨑勝美、大越フミ
 　　　　　　　　　　　園部道代、小林美惠子、加倉井洋子、阿久津みさ子、小瀧利雄、清水あけみ
 ◆一般表彰（感謝状）　　薄井信雄、所幸男、石川清純、飯村吉伊、川又雅子、小瀨豊
 　　　　　　　　　　　加藤忠道、　田孝生、皆川泉、城里町消防団、那珂西三区 
 　　　　　　　　　　　特産品直売センターかつら生産出荷者運営委員会

　

 ◆社会福祉協議会役員表彰　　大越フミ 
 ◆ボランティア表彰　　小滝京子、福田道子、金子　代、仲田文江、桒久保敏江、伊藤順子
 　　　　　　　　　　　星野洋子、小林和子、阿久津洋子、小山まり子、宇留野郁子、田上勤
 　　　　　　　　　　　阿久津ミツ、富永一、仲村昭信
 ◆ボランティア感謝状　阿久津紘、興野正江、大越わくり、飯村文子、阿久津理子 
 　　　　　　　　　　　城里町更生保護女性会、桂うぐいす会、つくしの会、輪をひろげる会、ホロルクラブ
 　　　　　　　　　　　ともしび、広報ボランティア、手話サークルつばさ、どんぐり、ほほえみの会
 　　　　　　　　　　　幸の会、城里町シルバーリハビリ体操指導士会、桂地区ふれあい訪問ボランティア
 　　　　　　　　　　　キッズサポートクラブ、男塾、シルバーサポート城里、城里町地域防災ボランティア会
 　　　　　　　　　　　城里町くらしの会、虹の会、城里町ボランティア連絡協議会
 　　　　　　　　　　　城里町シルバー人材センター、茨城県立水戸桜ノ牧高等学校常北校
 　　　　　　　　　　　ＯＵＴ－ＲＡＧＥ、小竹那美
 ◆福祉団体役員感謝状　浅野洋一、園部正元、松崎作三、栗林八重子
 ◆社会福祉協議会役員感謝状　後藤朝章、飯村吉伊、小野昭、小林勝夫、時崎協子
 ◆善意銀行
 　　山崎秀雄、皆川泉、横倉芳郎、加藤光明、松﨑信一、桑野和夫
 　　井上ケイハウオリフラスタジオ石川洋子教室、錫高野かかし祭り実行委員会、与三郎庵
 　　城里町くらしの会、常北女性会、コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社水戸南セールスセンター
 　　水戸ヤクルト販売株式会社、ブリアンスダンスクラブ、磯野若竹会、磯野たけのこ会
 　　ホロルの湯チャリティーカラオケ実行委員会、ＪＡ祭典城里ホール、龍谷院チャリティーゴルフ大会

　

 　　つくしの会、職秋会、桑野敬子、鯉渕あや子、森島珠江、永山純子
 　　奥平啓次、寺門千枝子、森島孝子、田口ふくゑ

　

 　　大澤若葉、永山和弘、廣木祐三子、近澤正輝、阿久津純子、瀧由美子
 　　木澤玲子、薗部明美、牛久保礼子、鯉渕浩美

　

 　　茨城県立水戸桜ノ牧高等学校常北校

　

 ◆おもてなし花壇の部　　最優秀賞　下古内二区

 　　　　　　　　　　　　優秀賞　　磯野そよ風ガーデンクラブ、上圷フラワーボランティアの会

 ◆団体・職場の部　　　　最優秀賞　あくつサロン

 　　　　　　　　　　　　優秀賞　　下古内三区、増井一区

 ◆学校の部　　　　　　　最優秀賞　桂小学校

 　　　　　　　　　　　　優秀賞　　石塚小学校、七会小学校

城里町社会福祉大会第15回
城里町表彰式典

 城里町長表彰受賞者

 城里町社会福祉協議会会長表彰受賞者

 茨城県知事表彰受賞者

 茨城県社会福祉協議会長表彰受賞者

 茨城県共同募金会長感謝団体

 令和元年度 城里町花いっぱい運動コンクール入賞団体



社会福祉協議会重点目標　魅力あふれる地域づくり
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（４）　令和２年４月
　

小
高
い
丘
の
上
に
家
が
あ
り
、

庭
の
斜
面
に
は
、
椿
の
花
が
満

開
で
、
清
々
し
い
空
気
に
心
が

洗
わ
れ
ま
し
た
。
案
内
さ
れ
た

部
屋
の
欄
間
に
は
、
素
晴
ら
し

い
眺
め
の
写
真
が
沢
山
飾
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

登
山
も
経
験
し
、
乗
鞍
・
穂

高
・
中
央
ア
ル
プ
ス
・
南
ア
ル

プ
ス
等
に
登
り
、
70
歳
を
越
え

た
頃
、
日
光
の
白
根
山
に
登
り

ま
し
た
。

　

で
も
、
常
に
頭
に
浮
か
ぶ
の

は
、
近
く
に
あ
る
鶏
足
山
。
土
・

日
に
な
る
と
鶏
足
山
ハ
イ
ク
の

人
達
の
車
で
、
道
路
に
行
列
が

出
来
ま
す
。
町
に
と
っ
て
も
素

晴
ら
し
い
宝
物
で
す
。
加
藤
さ

ん
は
、
大
型
プ
リ
ン
タ
ー
を
購

入
し
、
自
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
、
鶏
足
山
の
素
晴
ら
し

さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
等
高
線
入
り
の
鶏

足
山
迄
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
。
登

山
ル
ー
ト
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
が
、

事
細
か
に
分
か
り
易
く
説
明
さ

れ
て
い
ま
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
、
誰
で
も
手
に
取
っ
て
見
ら

れ
る
よ
う
、
鶏
足
山
入
口
に
あ

る
駐
車
場
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

「
去
年
は
三
千
枚
、
今
年
は
す

で
に
千
枚
プ
リ
ン
ト
し
ま
し
た
」

と
の
事
。

　

小
さ
い
頃
は
レ
ン
ズ
と
薄
い

板
を
組
み
合
わ
せ
て
カ
メ
ラ
を

手
作
り
し
て
い
ま
し
た
。
高
校

で
写
真
ク
ラ
ブ
に
入
り
ま
し
た

が
、
そ
の
頃
は
ま
だ
テ
レ
ビ
も

一
般
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
真
空

管
ラ
ジ
オ
で
の
校
内
放
送
で
し

た
。
独
学
で
基
本
的
な
事
を
学

び
、
秋
葉
原
迄
、
真
空
管
を
買

い
に
行
き
、
自
分
で
組
み
立
て

て
ラ
ジ
オ
を
作
っ
た
と
い
い
ま

す
。
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
魁
。

「
今
振
り
返
る
と
、
あ
の
経
験
を

し
て
良
か
っ
た
な
、
と
し
み
じ

み
思
い
ま
す
」
と
の
事
。

　

書
道
に
も
力
を
入
れ
、
掛
け

軸
教
室
の
講
師
も
さ
れ
て
い
ま

す
。
自
分
の
書
も
「
若
い
頃
と
違

っ
て
、
字
に
柔
ら
か
味
が
出
て

来
ま
し
た
」
と
語
り
ま
す
。

　

ま
た
、
我
が
家
の
ホ
ー
プ
で

あ
る
子
供
が
生
ま
れ
た
時
か
ら
、

生
い
立
ち
の
記
録
を
ビ
デ
オ
テ

ー
プ
に
撮
り
、
大
人
に
な
っ
た

子
供
た
ち
に
渡
し
ま
し
た
が
、

「
お
父
さ
ん
の
声
も
入
っ
て
い
た

方
が
良
い
」
と
言
わ
れ
、
テ
ロ
ッ

プ
で
自
分
の
声
も
入
れ
ま
し
た
。

　

「
人
間
は
、
追
い
込
ま
れ
る
と

前
に
進
み
、
楽
し
ん
で
い
く
事

が
大
事
な
の
で
は
な
い
か
。
こ

れ
か
ら
も
紙
一
重
の
差
を
破
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
た
い
」
と

力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

加
藤
さ
ん
は
、
現
在
85
歳
。

常
に
「
根
性
」

と
「
忍
耐
」と

い
う
言
葉
を

大
事
に
し
て

い
ま
す
。

　　

２
月
17
日
（
月
）
、
小
美
玉
市

に
あ
る
イ
ト
ウ
製
菓
の
工
場
見

学
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
最
初

に
Ｖ
Ｔ
Ｒ
で
の
概
要
説
明
が
あ

り
、
そ
の
後
係
り
の
方
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
工
場
見
学
を
し

ま
し
た
。
お
菓
子
の
甘
い
香
り

に
包
ま
れ
て
、
次
々
と
生
産
さ

れ
る
ク
ッ
キ
ー
に
歓
声
を
上
げ

た
り
、
た
め
息
を
つ
い
た
り
と

あ
っ
と
い
う
間
の
見
学
で
し
た
。

終
わ
り
に
チ
ョ
コ
チ
ッ
プ
ク
ッ

キ
ー
の
お
土
産
サ
プ
ラ
イ
ズ
も

あ
っ
て
、
全
員
大
喜
び
。
イ
ト

ウ
製
菓
の
皆
さ
ん
に
は
本
当
に

お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

残
念
な
こ
と
に
、
１
月
末
に

予
定
さ
れ
て
い
た
「
デ
ィ
ズ
ニ

ー
シ
ー
」
へ
の
旅
行
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

を
受
け
て
中
止
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
利
用
者
の
皆
さ
ん

が
ず
っ
と
楽
し
み
に
し
て
い
た

の
で
す
が
、
も
し
利
用
者
の
皆

さ
ん
が
罹
患
し
て
し
ま
っ
た
ら

と
思
う
と
、
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
一

年
大
き
な
怪
我
も
病
気
も
せ
ず
、

元
気
に
生
活
し
て
き
た
こ
と
も

あ
り
、
そ
の
落
胆
ぶ
り
は
気
の

毒
な
ほ
ど
で
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
日
々
の
仕
事
は

待
っ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
配
食

サ
ー
ビ
ス
の
準
備
や
ら
掛
け
紙

づ
く
り
、
外
注
作
業
や
紙
漉
き

作
業
、
多
忙
の
合
間
を
縫
っ
て

の
体
力
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま

す
。

　

つ
く
し
の
仲
間
た
ち
も
、
手

洗
い
や
う
が
い
に
加
え
て
、
毎

朝
検
温
も
行
っ
て
い
ま
す
。
一

層
体
調
管
理
に
留
意
し
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
も
負
け

な
い
で
、
元
気
に
乗
り
切
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

人
生
は
チ
ャ
レ
ン
ジ

イトウ製菓でのお土産サプライズ

人
生
は
チ
ャ
レ
ン
ジ

す

さ
き
が
け

鶏足山での加藤忠道さん



広報紙「かざぐるま」は、赤い羽根共同募金助成金で、年４回発行しています。

（５） 令和２年４月　

梅
の
杜
団
地（
梅
の
杜
那
珂
西
自
治
会
）　

　
　
　
　
　
　
　
に
避
難
道
路
を

　

那
珂
西
３
区
に
あ
る
梅
の
杜

団
地
は
、
昨
年
10
月
の
台
風
19

号
の
時
、
前
を
流
れ
る
西
田
川

が
氾
濫
し
た
た
め
、
道
路
が
水

没
し
、
住
宅
は
床
上
浸
水
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
避
難
は

裏
面
の
急
な
斜
面
を
登
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

３
区
の
区
長
須
藤
修
一
さ
ん

は
、
梅
の
杜
団
地
と
台
風
19
号

災
害
時
に
一
時
的
に
避
難
し
て

い
た
那
珂
西
３
区
公
民
館
を
結

ぶ
町
道
1178
号
を
通
れ
る
よ
う
に

す
れ
ば
良
い
と
考
え
ま
し
た
。

町
道
の
存
在
を
知
る
人
は
少
な

く
、
40
年
位
前
ま
で
は
歩
く
人

が
い
ま
し
た
が
、
現
在
町
道
の

30
％
は
、
木
々
が
倒
れ
て
荒
れ

て
し
ま
い
、
通
る
こ
と
が
出
来

な
い
状
態
で
す
。

　

そ
れ
で
、
町
へ
町
道
の
整
備

を
要
望
し
ま
し
た
が
、
災
害
は

今
年
ま
た
来
る
か
も
し
れ
な
い

の
で
、
３
区
の
仲
間
に
相
談
す

る
と
、
自
分
達
で
や
ろ
う
と
話

が
決
ま
り
ま
し
た
。
３
区
の
区

民
に
避
難
道
路
の
整
備
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
す
る
と
、
区
全

体
の
戸
数
の
約
半
数
で
40
世
帯

の
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

整
備
す
る
距
離
約
200
ｍ
を
４

分
割
し
、
参
加
者
も
４
班
に
分

け
て
、
班
長
を
決
め
、
倒
木
の

伐
採
・
草
刈
り
・
片
付
け
な
ど

の
作
業
担
当
を
決
め
ま
し
た
。

　

２
月
15
日
（
土
）
午
前
９
時
か

ら
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
・
刈
払
機
・

熊
手
な
ど
を
各
自
で
持
ち
寄
り
、

班
長
を
中
心
に
怪
我
が
無
い
よ

う
注
意
し
て
作
業
を
行
な
い
、

午
前
中
に
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

区
長
さ
ん
は
、「
な
に
よ
り
も

事
故
が
な
く
、
無
事
に
作
業
が

終
わ
っ
た
こ
と
に
、
ホ
ッ
と
し

ま
し
た
。
区
民
の
み
な
さ
ん
が

積
極
的
に
参
加
し
て
く
れ
た
の

が
有
り
難
く
、
避
難
道
路
は
被

災
を
受
け
た
友
に
、
少
し
で
も

応
援
し
た
い
と
い
う
み
ん
な
の

気
持
ち
で
出
来
あ
が
り
ま
し
た
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

避
難
道
路
を
歩
く
と
、
落
ち

葉
で
覆
わ
れ
た
地
面
は
柔
ら
か

く
て
、
道
の
左
右
に
は
伐
採
さ

れ
た
15
㎝
位
の
木
が
あ
ち
こ
ち

に
あ
り
、
作
業
の
大
変
さ
と
区

民
の
団
結
力
を
感
じ
ま
し
た
。

安全第一で作業に励む参加者達

みるみるきれいになる道路

梅
の
杜
団
地（
梅
の
杜
那
珂
西
自
治
会
）　

　
　
　
　
　
　
　
に
避
難
道
路
を

梅
の
杜
団
地（
梅
の
杜
那
珂
西
自
治
会
）　

　
　
　
　
　
　
　
に
避
難
道
路
を

　助成対象事業
　　ᕷ民のみなさんが⏬・参⏬する地ᇦ♫でのたすけあいάືやᨭえྜいάືなどࠊ地ᇦ⚟♴のά
　ᛶを┠的とする事業にຓᡂを行いますࠋ　

　助成対象団体
　　άືᣐⅬが┴ෆにありࠊᮏ┴在住者をᑐ㇟とする事業をᐇしࠊ団体のタ❧ᚋࠊ㸯年௨上のάືᐇ
　⦼がある団体としますࠋ自ࠊ町ෆࠊ㹌㹎㹍ἲ人ࠊボランテアࠊࣉ࣮ࣝࢢᏊ⫱てᨭ援ࠊࣉ࣮ࣝࢢ
　Ꮚ౪ࠊ㞀がいඣ・者➼のぶの・ᐙ᪘ࠊዪᛶࡩࠊれあいいࡁいࣟࢧࡁンࠋ　

　助  成  額
　≉ูຓᡂ㸿はࠊ⏦ㄳ事業⥲㢠の㸶㸮％௨ෆでࠊ㸯団体３㸮までຓᡂしますࠋ
　≉ูຓᡂ㹀はࠊ⏦ㄳ事業⥲㢠の㸴㸮％௨ෆでࠊ㸯団体２㸮までຓᡂしますࠋ　

　募集期間
　௧２年３月㸯㸮日㸦ⅆ㸧㹼㸴月㸯２日㸦㔠㸧　

　問合せ先
　♫⚟♴ἲ人�Ⲉᇛ┴ඹྠ募㔠
　 ３ࠛ㸯㸮-㸮㸶㸳㸯�Ⲉᇛ┴水戸ᕷ༓Ἴ町㸯９㸯㸶��Ⲉᇛ┴⥲ྜ⚟♴館ෆ
　　TEL㸮２９-２４㸯-㸯㸮３㸵㸭�FAX㸮２９-２４４-㸯９９３
　　ࠝ HP  ࠞhttp://akaihane-ibaraki.jp



社会福祉協議会重点目標　安心して暮らせる地域づくり

（６）　令和２年４月

那
珂
西
城
跡

し
ろ
さ
と

心配ごと相談のお知らせ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

予
防
に
有
効
な
の
は
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
な
ど
の
「
適
度
な
運

動
」
で
す
。
適
度
な
運
動
は
全

身
の
血
流
を
よ
く
し
て
細
胞
を

活
性
化
し
ま
す
。
運
動
の
強
度

は
、「
息
が
ほ
と
ん
ど
弾
ま
な
い

程
度
」
が
適
切
で
す
。
１
日
30

分
以
上
で
毎
日
を
目
標
に
、
最

初
は
、
週
３
回
位
か
ら
始
め
て

く
だ
さ
い
。

　

持
続
す
る
に
は
日
常
生
活
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
組
み
込
む
こ

と
が
大
事
で
、
①
近
い
場
所

へ
の

買
い

物
は

歩
き
で
。

車
で
行
く
と
き
は
、

駐
車
す
る
場
所
は
離
れ
た
場
所

に
。
②
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
は
、
な
る
べ
く
利

用
せ
ず
に
階
段
を
上
る
。
③
毎

日
万
歩
計
で
記
録
を
し
、
65
歳

以
上
は
１
日
８
千
歩
以
上
、
64

歳
以
下
は
１
万
歩
を
目
標
に
。

④
道
を
変
え
る
と
、
新
た
な
発

見
が
あ
り
、
脳
を
刺
激
し
ま
す
。

　

手
軽
に
で
き
る
運

動
と
し
て
、
全
身

を
動
か

す
ラ
ジ

オ
体
操

が
お
勧
め
で
す
。

ス
ト
レ
ッ
チ
効
果
も
あ
る
の
で
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
前
に
す
る
習
慣

を
つ
け
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ

　

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
と
は
国
立
長

寿
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー
が
開
発

し
た
運
動
と
認
知
課
題
（
計
算
、

し
り
と
り
な
ど
）
を
組
み
合
わ

せ
た
、
認
知
症
予
防
を
目
的
と

し
た
取
り
組
み
の
総
称
を
表
し

た
造
語
で
す
。
例
え
ば
、
簡
単

な
計
算
を
し
な
が
ら
踏
み
台
昇

降
運
動
を
。
ま
た
、
し
り
と
り

を
し
な
が
ら
散
歩
を
し
ま
す
。

　

那
珂
川
と
合
流
す
る
藤
井
川

の
支
流
、
西
田
川
に
よ
り
浸
食

さ
れ
た
半
島
状
の
台
地
先
端
を

利
用
し
た
位
置
に
、
那
珂
西
城

跡
が
あ
り
ま
す
。
広
さ
約
４
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
も
及
ぶ
南
北
朝
時

代
の
平
山
城
跡
で
す
。
城
主
は
、

大
中
臣
系
の
那
珂
氏
が
鎌
倉
時

代
に
築
城
し
た
説
が
有
力
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

本
郭
は
大
木
に
覆
わ
れ
た
土

塁
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
貞
治

４
年
（
１
３
６
５
）
那
珂
宗
泰
の

代
に
足
利
尊
氏
に
従
っ
て
丹
波

に
移
り
ま
し
た
、
当
地
に
残
っ

た
一
族
は
佐
竹
氏
の
支
配
下
に

な
り
こ
の
地
方
支
配
の
拠
点
に

し
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
佐

竹
氏
の
秋
田
移
封
に
よ
っ
て
廃

城
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
道
１
２
３
号
線
沿
い
に
は
、

高
さ
約
４
メ
ー
ト
ル
の
土
塁
の

一
部
が
残
っ
て
い
ま
す
。

那珂西城跡の碑

し
ろ
さ
と

那
珂
西
城
跡

4444

④ 
認
知
症
予
防…

　 
　
　
　
　
　
運
動
編

　┦ㄯ日にはࠊ毎回ᘚㆤኈが᮶所しࠊᐙᗞෆ➼のᚰ配ࡈとでおᝎみの方にࠊ↓ᩱでၥ題ゎỴにྥけたἲᚊ┦

ㄯをᐇいたしますࠋ

　┦ㄯෆᐜはࠊ⛎ᐦཝᏲとなࡗておりますのでࠊおẼ軽にࡈ┦ㄯくださいࠋ

　なおࠊ┦ㄯ௳ᩘがከい場合にはࠊ当日の┦ㄯがཷけられない場合がありますࠋ事前にࡈ予約のうえࡈࠊ┦

ㄯෆᐜをお知らせくださいࠋ　

　●開設時間　༗前10時からṇ༗まで

　●開設場所　コ࣑ࣗニࢸセンタ࣮城㔛１階ࠕサ࣮クルᐊࠖ

　●開  設  日　毎᭶２回

城里町心配ごと相談  開設日
月 月

８日（水）・22日（水）
13日（水）・29日（金）
12日（金）・24日（水）
８日（水）・22日（水）
５日（水）・19日（水）
２日（水）・16日（水）

４月
５月
６月
７月
８月
９月

９日（金）・23日（金）
４日（水）・18日（水）
２日（水）・16日（水）
６日（水）・20日（水）
３日（水）・17日（水）
３日（水）・17日（水）

10月
11月
12月
１月
２月
３月

【ご予約・問合せ先】
　城里町社会福祉協議会
　☎０２９－２８８－７０１３

心配ごと相談のお知らせ

日 日



社会福祉協議会重点目標　人がつながる地域づくり

令和２年４月　（７）

手
話
を
学
ぶ

3030

　

色
々
な
花
が
例
年
に
な
い
早

さ
で
咲
い
て
い
ま
す
「
春
の
盛
り

を
飾
る
花
」
と
し
て
詠
ま
れ
る
桜

も
同
様
で
す
。
今
年
は
足
を
止

め
て
見
上
げ
る
だ
け
で
す
。 30

手
話
を
学
ぶ

都
道
府
県
名
の
表
し
方
②

（
す
ぐ
に
使
え
る
手
話
辞
典
6000
よ
り
引
用
）

　

両
手
の
手
の
ひ
ら
を
手
前
に
向
け
て
、

手
首
を
交
差
さ
せ
、
下
に
振
る
。

　

軽
く
曲
げ
た
両
手
の
手
の
ひ
ら
を
向

い
合
せ
丸
め
る
様
に
回
す
。

　

指
を
開
い
た
左
手
の
指
を
右
手
の
人

差
指
で
な
ぞ
る
。

　

両
手
の
人
差
指
を
伸
ば
し
て
指
先
を

前
に
向
け
、
２
回
振
り
下
ろ
す
。

　

左
手
の
親
指
と
人
差
し
指
を
伸
ば
し

て
、
右
手
の
人
差
指
を
２
回
あ
て
る
。

　

両
手
の
親
指
と
人
差
し
指
を
伸
ば
し

て
並
べ
２
回
上
げ
る
。

※

「
宮
」
は
神
社
の
屋
根
、「
城
」
は
名
古
屋
城

の
金
の
シ
ャ
チ
ホ
コ
。

※
栃
木
の
「
栃
」
の
葉
の
形
を
表
す
。

※

両
手
の
人
差
指
を
馬
の
手
綱
に
見
立
て
手

綱
を
持
っ
て
馬
を
走
ら
せ
る
様
子
を
表
す
。

※

漢
字
の
「
千
」
の
形
を
表
す
。

※
１
回
上
げ
る
と
「
東
」
の
意
味
に
な
る
。
東

京
が
東
に
あ
る
こ
と
か
ら
。

　

手
の
ひ
ら
上
向
き
に
し
た
左
手
の
下

に
右
手
の
親
指
を
つ
け
る
。

※

「
福
」
は
通
常
２
回
閉
じ
る
が
、
こ
の
場
合

は
１
回
だ
け
閉
じ
る
。

　
「
島
」
は
、
左
手
を
陸
に
、
右
手
を
海
に
見

立
て
て
い
る
。

（
宮
）

　

両
手
を
斜
め
に
し
て
指
を
組
み
合
わ

せ
る

（
福
）

　

右
手
を
開
い
て
あ
ご
に
あ
て
、
あ
ご

を
な
で
る
よ
う
に
閉
じ
る
。

（
島
）

　

わ
ん
曲
さ
せ
た
左
手
に
沿
っ
て
、
右

手
を
前
方
か
ら
手
前
に
動
か
す
。

（
城
）

　

両
手
の
人
差
し
指
を
曲
げ
て
、
少
し

左
右
に
開
く
。

※

秋
田
県
の
名
産
で
あ
る
「
ふ
き
」
の
葉
の
形

を
表
す
。

　

左
の
親
指
と
人
差
し
指
で
作
っ
た
輪

に
、
右
の
人
差
し
指
を
つ
け
る
。

※

山
形
県
の
名
産
で
あ
る
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
の

形
を
表
す
。

※

「
桜
田
門
外
の
変
」
で
水
戸
藩
士
が
蓑
を
つ

け
て
い
た
こ
と
か
ら
「
蓑
」
の
形
で
表
現
す
。

み
の

※

埼
玉
の
「
玉
」
を
表
現
。
玉
を
丸
め
る
様
子

を
表
す
。「
ま
ん
じ
ゅ
う
」「
餅
」
も
同
じ
表
現

に
な
る
。

　��ṓ௨上の㧗㱋⪅ཬࡧ㧗㱋⪅のࡳのୡᖏにᑐしࠊ㐌に㸯ᅇࠊẖ㐌ᮌ᭙᪥ࠊᏳྰ☜ㄆをවࡡて࠾ࠊᘚᙜをᒆ
ける㓄㣗ࢫࣅ࣮ࢧᴗを⾜ࡗていますࠋ
　ㄪ⌮ࡸ㓄㐩を⾜ࢸࣥࣛ࣎࠺を㝶ເ㞟していますࠋ᭶に㸯㹼㸰ᅇのάືࡽጞめていࡓだけますのでࠊ
ࠋださいࡃࡏၥྜ࠾༠まで♫ࠊる᪉はࡁ༠ຊでࡈ

問合先　ᇛ㔛⏫♫⚟♴༠㆟　㸮㸰㸷Ѹ㸰㸶㸶�㸵㸮㸯㸱

ࠋります࠶とがࡇりቑῶするࡼ⏝⪅ᩘにࠊᘚᙜのᩘは࠾ͤ

活  動  日　ẖ㐌ᮌ᭙᪥　　　　　　　活動時間　༗๓㸷㹼㸦ㄪ⌮㸧㸭�༗๓㸯㸯㹼㸦㓄㐩㸧
集合場所　ᖖಖ⚟♴࣮ࢱࣥࢭ　　食　　数　ᖖᆅ༊　㸷㸮㣗　　　᱇ᆅ༊　　㸳㸮㣗



（８）　令和２年４月

社会福祉協議会重点目標　魅力あふれる地域づくり
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朝
起
き
て
目
と
耳
に
飛
び
込

ん
で
く
る
の
は
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
」
と
い
う
言
葉
だ
。

目
に
見
え
ず
、
音
も
立
て
ず
突

然
体
内
に
侵
入
し
て
悪
さ
を
す

る
。
感
染
力
が
強
く
特
効
薬
も

な
い
。こ
の
季
節
、き
れ
い
な
花

が
咲
き
、
人
の
動
き
も
活
発
に

な
る
は
ず
が
、
不
安
と
自
粛
ム

ー
ド
で
心
も
晴
れ
な
い
。こ
の
嫌

な
気
持
ち
を
か
ざ
ぐ
る
ま
を
読

む
こ
と
で
、
少
し
で
も
解
消
で

き
れ
ば
う
れ
し
い
の
だ
が…

。

　

今
年
で
結
婚
73
年
目
を
迎
え

る
松
田
忠
さ
ん
・
と
し
子
さ
ん

は
、
明
る
く
元
気
で
と
て
も
仲

の
良
い
ご
夫
婦
で
す
。
お
二
人

と
も
若
々
し
く
シ
ャ
ン
と
し
て

い
て
、
と
て
も
実
年
齢
に
は
見

え
ま
せ
ん
。

　

毎
週
火
曜
と
金
曜
に
近
く
に

住
む
娘
さ
ん
が
来
て
く
れ
ま
す

が
、
食
事
の
支
度
を
始
め
身
の

回
り
の
事
は
、
ご
自
身
達
で
や

っ
て
い
ま
す
。

　

と
し
子
さ
ん
は
編
み
物
が
と

て
も
上
手
で
、
取
材
に
訪
れ
た

時
も
手
編
み
の
セ
ー
タ
ー
を
着

て
い
ま
し
た
。
茶
の
間
の
す
ぐ

手
の
届
く
所
に
編
み
物
一
式
を

置
き
、
時
間
が
で
き
る
と
編
ん

で
い
ま
す
。

　

お
二
人
は
、
月
１
回
の
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
で
の
シ
ル
バ
ー
リ

ハ
ビ
リ
体
操
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
、
サ
ロ
ン
の
人
達
に
も
お

手
製
の
帽
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
い
ま
し
た
。
帽
子
は
と
て
も

や
さ
し
い
色
で
暖
か
く
、
何
よ

り
お
二
人
の
人
柄
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　

門
を
入
る
と
炬
燵
に
入
っ
た

「
岡
﨑
貞
夫
さ
ん
」
の
姿
が
見
え

た
の
で
、「
こ
ん
に
ち
は
」
と
声

を
掛
け
る
と
、「
待
っ
て
た
よ
、

ど
う
ぞ
入
っ
て
く
だ
さ
い
」と
大

き
な
声
が
返
っ
て
来
ま
し
た
。

　

岡
﨑
さ
ん
の
自
宅
は
、
石
塚

地
方
病
院
の
裏
側
に
あ
り
、
奥

様
、
息
子
さ
ん
ご
夫
婦
、
お
孫
さ

ん
の
５
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

岡
﨑
さ
ん
は
過
去
に
３
回
、

大
病
を
経
験
し
た
こ
と
か
ら
、

74
歳
で
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
指
導
士
の
資
格
を
取
り
、
そ

の
副
代
表
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
他
、
地
元
サ
ロ
ン
の
立
ち

上
げ
、
高
ク
連
の
理
事
、
Ｊ
Ａ

水
戸
連
絡
協
議
会
年
金
友
の
会

会
長
、
更
に
は
和
牛
ヘ
ル
パ
ー

…

な
ど
数
多
く
の
役
職
に
就
い

て
い
ま
す
。

　

趣
味
は
カ
ラ
オ
ケ
で
、
毎
週

金
曜
日
に
は
近
く
の
お
店
に
12

人
が
集
ま
り
、
食
事
会
も
兼
ね

て
歌
っ
て
い
ま
す
。
年
３
回
開

催
さ
れ
る
城
里
町
カ
ラ
オ
ケ
の

集
い
に
は
、
そ
の
役
員
と
し
て

毎
回
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

岡
﨑
さ
ん
は
「
愛
さ
れ
る
人
に

な
ら
な
い
と
人
は
集
ま
ら
な
い
」

を
信
条
と
し
、
穏
や
か
な
笑
顔

に
は
、
そ
の
想
い
が
刻
み
込
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
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さ
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歳
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那珂西

●
表
紙

●
県
央
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

●
子
ど
も
ヘ
ル
パ
ー
修
了
式

●
社
会
福
祉
大
会

●
き
ら
っ
と
生
き
る

●
つ
く
し
の
四
季

●
梅
の
杜
団
地
に
避
難
道
路
を

●
地
域
を
良
く
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
認
知
症
っ
て
何
？

●
心
配
ご
と
相
談
の
お
知
ら
せ

●
し
ろ
さ
と

●
手
話
を
学
ぶ

●
配
食
サ
ー
ビ
ス

●
わ
が
町
の
さ
わ
や
か
元
気
さ
ん

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

会
員
募
集

●
目
次
・
編
集
後
記

岡

　

貞

夫
さ
ん

86
歳

石　塚

入会できる方
　城里町にᅾ住するཎ๎として60歳௨上の方でࠊ心身ඹにᗣな方であ
れば入会できますࠋ

申込の方法
　城里町シルバ࣮人材センタ࣮❆ 㸦ཱྀ♫協内㸧でⓏ㘓していただきますࠋ
⏦込᭩➼は❆ཱྀにありますࠋ

入会申込に必要となるもの
・⏦込᭩
・就ᴗ内ᐜᢎㅙ᭩
・シルバ࣮ಖ㝤ᢎㅙ᭩
・年会㈝1,000
・ド明┿㸦2.5�3㸧㸰ᯛ


